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     東日本大震災および東京電力福島第一原子力発電所の事故に関わる 

     被災･避難生徒のための｢３･１１奨学資金｣について（周知依頼） 

 

 仲秋の候、皆様にはますますご健勝のこととお慶び申し上げます。本校教育につきましては、日頃

より格別のご理解とご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。 

 さて、東日本大震災により被害を受けた生徒および原子力発電所事故により避難を余儀なくされた

生徒に対する支援として、本校では、「３.１１奨学資金」を設立し、現在中高合わせて１４名の生徒

の授業料等の教育支援を行なっております。 

 さらに、平成２５年度入学者においても下記の支援をしてまいりますので、本校受験希望者、 

入学希望者に対し、広く周知いただきますようお願いいたします。 

 なお、入学検定料につきましては、下記の項目に該当する生徒については、中学校校長許可のもと

「入学検定料免除」を申請していただきますようお願い申し上げます。 

 

記 

 

１．入学検定料（受験料）の免除 

  願書提出時に、「入学検定料免除申請書」をご提出ください。(別紙) 

 （対象生徒） 

①激甚災害により家計支持者が死亡または行方不明となっている家庭の生徒 

②激甚災害により家屋等に著しい被害があった家庭の生徒 

（半壊･全壊が確認できる罹災証明書添付…高速道路無料化措置の証明書は不可） 

③東京電力福島第一原子力発電所から 30km 以内で避難している家庭の生徒 

④計画的避難区域に指定された地域の住民で避難している家庭の生徒 

⑤緊急時避難準備区域に指定された地域の住民で避難している家庭の生徒 

 

２．入学金、施設充実費、授業料等の減免による経済的支援 

  東日本大震災に伴う桜の聖母学院中学・高等学校の「３.１１奨学資金」に関する規定によりま

す。(入学手続きと同時に申請していただき、審査後に決定します。) 

 

３．桜の聖母学院中学・高等学校「３.１１奨学資金」の手続き 

入学前のオリエンテーションで「３.１１奨学資金 申請書」を配布します。入学式当日に担任

に提出してください。審査のうえ、支援額を決定します。 

なお、支援期間は 1 年間とします。この奨学金は原則として返済の義務はありません。 

  （申請書類） 

①東日本大震災に伴う桜の聖母学院中学・高等学校「３.１１奨学資金 申請書」（本校指定） 

②罹災証明書（被災証明書）または失職等を明らかにする証明書 

 

               

 （担当：教頭 落合 ０２４－５３５－３１４１） 


